





レオンハルト・フックス（『医学綱領』3. 1. 1）とフェリクス・プラタ（3 巻「心の疎外」）と
エルコレ・サッソ―ニア（『憂鬱症論』3 章）は、学問のしすぎから生じる狂躁を別立てして論


































リンカヴェッラも同様の見解で、第 1 巻の症例 12 と 13 において、猛烈な学究ゆえにこの病気に
罹った若い男爵ともう一人の男爵の二つの例をあげる。フォレースト（『診察』l. 10. 13）はルー
アンの若い聖職者を診察して、この男は狂っていたが、「聖書を全部暗記していた」と述べている。

















































（3 巻、診察 36 と 17 等）、ダ・モンテ（診察 233）、ヨハン・ガルツェ（「生誕星座」33）、メルク
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